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軽
井
沢
病
院
か
ら
の

お
知
の
せ

《
病
院
職
員
募
集
》

犠
随
時
採
用

【常
勤
医
師
】

募
集
人
員
　
若
干
名

※
そ
の
他
詳
し
い
条
件
等
に

つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

【正
職
員
】

募
集
職
種
　
看
護
師

募
集
人
員
　
若
干
名

募
集
要
件

資
格
を
有
す
る
方

採
用
年
月
日

令
和
５
年
４
月
１
日

※
そ
の
他
詳
し
い
条
件
等
に

つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

【会
計
年
度
任
用
職
員
】

募
集
職
種

診
療
放
射
線
技
師

看
護
助
手

（介
護
福
祉
士
、
介
護

職
員
初
任
者
研
修
修
了

者
ま
た
は
ヘ
ル
パ
１
２

級
資
格
取
得
者
）

募
集
人
員
　
各
若
干
名

募
集
要
件

各
資
格
を
有
す
る
方

※
診
療
放
射
線
技
師
は
平

日

・
土
休
日
の
待
機
勤

務
の
で
き
る
方

募
集
期
限

８
月
１０
日
”
ま
で

休
　
　
暇

任
用
期
間

に
応
じ
て
２０

日

の
有
給
体
暇

の
付
与

が
あ
り
ま
す
。

給
料

（月
額
）

。
診
療
放
射
線
技
師
（短
大
３
卒
）

１
８
８
、
５
０
０
円
か
ら

・
看
護
助
手

１
５
１
、
５
０
０
円
か
ら

１
８
９
、
３
０
０
円
ま
で

各
種
手
当

通
勤
手
当
、
時
間
外
勤

務
手
当
、
期
末
手
当
、

退
職
手
当

（対
象
条
件

あ
り
）
、
特
殊
勤
務
手
当

※
配
属
先

に
よ
り
勤
務
時

間
が
異
な
り
ま
す
。

※
そ
の
他
詳
し
い
条
件
等
に

つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

〔
三
●
・
・・

鍮
警

一Ｊｌ

〔
一　
　
　
一

【問
い
合
わ
せ
】

軽
井
沢
病
院
雷
４５
‐５
１
１
１

対
話
が

ひ
ら
く

未
来

稲
葉

¨
今
回
は
総
合
政
策
課
長
の
森
憲

之
さ
ん
と
の
対
話
で
す
。
ま
ち
づ
く

り
と

「屋
根
の
な
い
病
院
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
共
有
し
た
い
で
す
。

森

¨
軽
井
沢
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
進

め
る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
こ
れ
ま
で
の
短
期
的
な
視
点
か
ら

長
期
的
な
視
点
と
な
り
、
住
民
が
同

じ
方
向

の
未
来
を
考
え
る
様
に
変
化

し
て
き
た
と
思

い
ま
す
。
軽
井
沢

の

自
然
保
護
対
策
要
綱
は
５０
年
目
に
な

り
ま
す
が
、
罰
則

で
人
を
縛
ら
な
い

「お
願
い
」
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
自

体
が
財
産
で
す
。

稲
葉

¨
軽
井
沢
の
そ
う
し
た
見
え
ざ

る

前
提
は
、
水
や
空
気
に
感
謝
し
な
い

こ
と
と
似

て
い
ま
す
。
前
提
が
失
わ

れ
る
と
初
め
て
そ
の
価
値
に
気
づ
く
。

健
康
と
病
気
の
関
係
も
似
て
い
ま
す
。

森

¨
風
土
自
治

の
場
が
、
住
民
の
要
望

を
受
け
る
だ
け
の
場
に
な
る
と

「自

治
」
か
ら
ず
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
住

ん
で
い
る
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
で

地
域

の
事
を
考
え
る
た
め
に
対
話
を

重
ね
て
合
意
形
成

へ
と
進
む
。
行
政

は
あ
く
ま
で
も
そ
の
手
助
け
の
立
場

で
す
。
風
土
自
治
は
、
住
民

の
皆
さ

ん
に

「自
ら
の
ふ
る
さ
と
を
自
ら
の

責
任

で
守
る
」
と
い
う
意
識
が
定
着

し
て
い
く
こ
と
で
、
少
し
ず

つ
形
に

Ｆ

Ｉ‐
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器一一一一一棚対話がひらく未来に関するページはこちら

な
る
と
思
い
ま
す
。

稲
葉

一
共
助
や
互
助

の
地
盤
を
失
わ
な

い
よ
う
、
間
を

つ
な
ぐ
互
助

の
場
に

と
ど
ま
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
必
要

で

す
。
現
代
社
会
で
互
助
の
可
能
性
は
、

病
院
や
学
校
、
神
社
仏
閣
、
温
泉
や

銭
湯
、
畑
や
田
ん
ぼ
、
山
や
森
、
そ

し
て
劇
場
や
寄
席
な
ど
の
文
化
空
間

だ
と
思

い
ま
す
。
軽
井
沢
病
院
祭

の

「屋
根
の
な
い
病
院
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
」

も
、
未
来

の
互
助
の
場
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
福
祉
や
ア
ー
ト
を
巻
き
込
む
形

で
進
め
て
い
ま
す
。

森

¨
共
助

・
互
助
で
い
く
と
、
軽
井
沢

２２
世
紀
風
土

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
取
り
組

み
が
ま
さ
に
そ
う

い
う
位
置
づ
け
で

す
。

稲
葉

¨
共
助

の
中

で
、
お
互

い
は
敵

で

は
な
く
て
仲
間
で
あ
る
、
と
い
う
理

解
が
大
前
提
で
す
。
敵
だ
と
思
う
と
、

人
は
ど
ん
な
ひ
ど

い
こ
と
を
言

っ
て

も
平
気
に
な
り
、
殺
伐
と
し
た
ク
レ
ー

ム
社
会
に
な
り
ま
す
。

森

一
風
土

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
取
り
組
み
で

は
、
「
‐００
年
後
の
未
来
な
ん
て
考
え
た

こ
と
な
い
」
と
い
う
正
直
な
話
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
た
だ
、
こ
こ
に
い
る

人
が
誰
も
い
な
い
未
来
を
考
え
る
こ

と
を
共
有
す
る
こ
と
自
体
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
動
き
は
遅
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
考
え
る
時
間
が
必
要

で
す
。
差
し
迫

っ
た
危
機
感
が
な
い

と
人
は
す
ぐ
に
動
か
な
い
面
も
あ
り

ま
す
が
。

稲
葉

一
去
年
と
同
じ
こ
と
を
今
年
も
続

け
、
場
に
流
さ
れ
る
と
う
ま
く

い
っ

て
い
た
時
代
で
は
な

い
で
す
ね
。
短

期
思
考

で
は
な
く
長
期
思
考

こ
そ
が

大
事

で
、
風
土

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
掲
げ

る
‐００
年
単
位

の
イ
メ
ー
ジ
は
重
要
な

意
義
が
あ
り
ま
す
。

森

¨
対
話

の
場
も
、
自
治
的
な
形
で
出

来
る
と
い
い
で
す
ね
。

稲
葉

¨
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
は
３４
歳
の
女
性

が
首
相
に
な
れ
る
国
で
す
。
そ
う
し

た
こ
と
が
実
現
す
る
仕
組
み
が
素
晴

ら
し
い
で
す
。

マ
リ
ン
首
相

（
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
）
は

「社
会

の
強
さ
は
、

最
も
豊
か
な
人
た
ち
が
持

つ
富

の
多

さ
で
は
な
く
、
最
も
脆
弱
な
立
場
の

人
た
ち
の
幸
福
に
よ

っ
て
測
ら
れ
ま

す
。
誰
も
が
快
適

で
、
尊
厳

の
あ
る

人
生
を
送
る
機
会
が
あ
る
か
ど
う
か

を
問
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と

述

べ
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
取
り

組
み
は
世
界
中
に
あ
り
、
そ
う
し
た

実
践
や
挑
戦
を
学
び
続
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
希
望

こ
そ
が
未
来

の
種

で
す
。

（本
対
談
の
全
文
は
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
）
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高齢者の交通事故防止対策の一環として、運転免許証
を自主返納された方へ支援事業を行つています。令和 4年 8月 1日  第721号=21=   覇かるい建劇b



16月 118日 に1日三笠ホテルエ事現場見学会|を開催し:多くの方に|ご参j」 lいⅢだ■■||たヽ
見学会でご覧しヽただいた内容を一部紹介し|ます8‐■ |‐■
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キング ポスト トラス (真束小屋組 )

三笠ホテルの中央廊下の屋根を支える骨組み (小屋組)には 「キング ポス ト トラス」が使われています。
「キング ポス ト トラス」とは、幕末に西洋より伝えられた小屋組の一つで、横材と縦材と斜材を用いて三角形

(トラス)を形成しています。この小屋組は、屋根の重みを屋根面と「合掌」で受け、足元を繋ぐ「陸梁」に力
を伝えて屋根を支えています。

メリットは、部材の断面を小さくできることと幅が大きい建物に対応しやすいことです。デメリットは、接合

部が複雑になりやすく、ボル トや金物を使つて補強する必要があります。

※画像提供 (左・中央)1(公財)文化財建造物保存技術協会

ダイニングルームに

取付けられているカー

テンボックスは、普段

は間近で見ることが出

来ない貴重なものです。

5つ あるカーテン
ボックス |よ、三笠マー

クの周りに彫られた装

飾がすべて異なります。

左の写真もどこが異な

るか見比べてみてくだ

さい。

保存修理工事では、オリジナルの部材

をできる限り残す必要があります。大工

が試行錯誤しながら、少しでtl多 く残そ

うと丁寧に補修しています。

※本事業は国 (文化庁)および長野県の補助金を受けて実施しています。 I問い合わせ】1生涯学習課■文化振興係 雷45…8695
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軽井沢病院

おくすりてちょうに

関するページはこちら魃

崚
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6月 26日  (軽井沢病院)

小さなお子さんから、お年寄りまで、43組 121名

の方が参加し、特製のスタンプや道具を活用して、

みなさん楽しそうに「せかいに一つだけのおくすり

てちょう」をつくりました。

※「おくすりてちょうJは 8月いつぱい院内に展示しています。
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